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B 105 階段昇降時・下争身各部､､勧的解析C 家I 籾）

労働省産旨厨　　　永E久雄
昭和々ピ■ 短大　Ｏ本c由美各≒柾絡曹　刑櫛昭子

被　服　161

Ｕ

しヵヽし,服v<⌒、､影雫につい7 の厨佑口紅少ぶい。そこで≒殆吟の版iﾆげ、踏面＆び軋の

Keelの高さにざる人間。下半身名ヽ部の如きご変化5. とらえ、をの関係^明らかにし、階段

昇降時に匈全r,し、ヽも船心珀、､良い服装のあり73 ・基礎'-i料を得る。

I -fe尭J 20才-tf3-3 名を被験葛とし、肩峰､色、転ふ点‥脛膏i., 内･ 91-果点・名点､にマ-
9 l/(t･↑. iJtiL l-Jい7 摺段昇降の勧作t 繰'I 逗t 行りいをれU 3? s ･1 ヵ

沁うT撮影しr-。恥の塊類l"J仙|>p ･r(heeUヽ孔5：0 c，), Cり↑↑ershoes C 、)

low tieel t4c－).h雁ヽheel (Rc・ヽ)w 4-埼Z" あ'/、所吟々漕に．B常夕夕（撞七

h-Zいる鋤:-tげX 踏面:I? ｘ 30 on , 20 × 25 cm､. 21 ｘ 2l．≫・3 魂楠と｡. 蹴

上げ' ･ 踏ii の欠ざいC 38×32，川塊、t+今塊柚であ1, 。昇I) ほ靴S*<階咳

(A 床Siに着たしね状態し　又降卜a駝D-床瓦oヽら緬WT七技態と撮恥しr・。

僥肇(7 写:恥解荷装置£雨い7 隋析S-行Tらだ。c 島図参瞭)

U舶狼1 階吟昇降時、ヽ下李身各各い勧昨口　昇I) ・ヽ床(SiI- 靴-ov I, 心しTこ

瞬間(入膝関節≒度、- つぃ7 述べ^ と、hee I 。ｲ氏い場合l-jIf^間での差ほほ

とんとe,らKi'ぶいわぐ, hee I が‘高乙'"ふるヒ伸展一岑^:傾隔1,< 漫られ卜。蜃に

階段・蹴上If・踏I.にぷる影響、一顕iに現乱、階段。、勾配ｙ竟に1"ぶるに

つ札7 . 屈曲河る偵哨にぷ､'Si 斗tバわヵヽつT-。又降り、ヽ場分飢ダ床恥わヽら

離-Ki瞬関につぃ1 もほぼ同篠､A､楠筒-H-- 見られね。)永田ごaあ(mi^闇≫4鋤蜻旨勧i
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B 106　　歩行中のスカートの塙剌】Is っい7　Ｉ

　　　　斐知淑糟短大　oil下うチ　面尾1ﾐ5 子

　　　　福井大工ヽ　　　　石川左武郎

　目的　衣服の美レ7 ・一つ、り力＜こいこJ: って発現さ八る隻レj 吋ある、i SI中の衣眼

か歩行過程でどのような復動筝動をとる吐衣服の灸し？tlXより一層発揮?れ% かを矢°る

こt ･j被服構成営み丸まい、らし重零'^こｔ 7･･南る。孝行中の衣服か･と■■If)ような振動挙勤-S

とるおt 稜討寸§ 昌的で、iず骸状の異なる入刀－り)振勤挙勅t履陛レ、ユ･三の命打は

試み｡に

　実験　物理的畦嘱のp.-Jる3拷の生地-g. mい7フレア一入カードおよびギ'ヤず一入カー

トを作り、歩行中のスtl -卜の動ぴi ^ ド) シネカｘう7"追跡に　スカ-下巻点､の衿籾量

ｙ測定し化、移動tの標準偏荒(<rトスカート前面と背面の環動挙動り､差異あ･よぴ像初曲

線の周浪載分折など'乞行い, ぺIT)結集を得瓦

　結果(＼)入カードの振勧|3 -般､こウェスト線ヵヽら裾識に逍くなる程激しく振動し、ある

観測点のウェスト線ヵヽらのsi離{X)とぞのm漓鳥り<r の咄に､3一敏に<r こλx + b め関係力^"

認められる。(a,b 匝数)　(2)スカ~トのs..　中, 右側の反＼ tiめ、吟の平均a ^ 求めに

一般に太平板動Xの仄･よ査a振勘Vの仄より大きく. スカート前面のχの瓦ぱ背面の灰よ

り小7くトＹの場合IJ スカート前面の(X it背面の'aより大きい。　(3ヌ力'一卜の型式の

差異-&比較すると、一般にブレT -のA はぎヤサ－の仄より大?ﾚ･。　C4)スn -ト根勧

の周波数分折１行り1こ. 周流奴分布はスカートの笙式やスカートの郊檀闇C 瓦中.応八猟

動力向K、Y間で相異tる。ま-t- a*の周期理勧^ 強く受けるスカート前面は貨&'£ぼ拓干

異なっ尺周波数介布i示すごと四分7 fi、


